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平成３０年度 宇文小学校「いじめ防止基本方針」 

 

第１章 いじめ防止等のための対策の基本的な考え方 

１ 学校いじめ防止基本方針を定める意義 

・学校いじめ防止基本方針に基づく対応が徹底されることにより，教職員がいじめを抱

え込まず，かつ，組織として一貫した対応となる。 

・いじめの発生時における学校の対応をあらかじめ示すことは，児童生徒及びその保護

者に対し，児童生徒が学校生活を送る上での安心感を与えるとともに，いじめの加害

行為の抑止につながる。 

・加害者への成長支援の観点を基本方針に位置付けることにより，いじめの加害者への

支援につながる。 

 

２ いじめの定義 

「いじめ」は，「いじめ防止対推進法総則第２条」に基づき，本校に在籍してい

る児童に対して，同じく在籍しているなどの一定の人間関係がある他の児童生徒が

行う心理的，または，物理的な影響を与える行為（ネット等を通じて行われるもの

を含む）であって，いじめを受けた児童が心身の苦痛を感じているものとする。 

学校では，「いじめ」を訴えてきた児童の立場に立ち，この「いじめ」の定義にか

かわらず，その訴えを真摯に受け止め，児童を守るという立場に立って事実関係を確

かめ，対応に当たる。 

 

３ いじめ防止等の取組を推進していく基本理念 

⑴ 「いじめは，どの学校でも，どの学級でも，どの児童にも起こりうる」という考え

を基本に，本校のすべての児童に関係する問題であるという認識に基づいて，児童が

安心して学習その他の活動にとり組むことができるよう，学校の内外を問わず，いじ

めを克服するために，学校全体でいじめ未然防止及び早期発見に取り組むとともにい

じめが発生した場合は，適切かつ迅速にこれに対処する。 

⑵ 全ての児童がいじめを行わず，他の児童に対して行われるいじめをはやし立てず，

これを認識しながら放置することがないようにするため，いじめが児童の心身に及ぼ

す影響や，その他のいじめの問題に関する児童の理解を深める。 

⑶ いじめを受けた児童の生命及び心身を保護することが最も重要であり，いじめを受

けた児童に非はないという認識に立ち，学校，家庭，地域住民，行政等の関係者の相

互の連携協力の下，社会全体でいじめの問題を克服する。 

 

４ いじめ防止のための基本的な姿勢 

○学校，学級内にいじめを許さない雰囲気をつくる。 

○児童，教職員の人権感覚を高める。 

○児童同士，児童と教員をはじめとする校内における温かい人間関係を築く。 
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○いじめの未然防止や早期発見に努め，適切な指導を行い，いじめに関する問題を解

決していく。 

○いじめの未然防止や問題に解決に向けて，保護者・地域そして関係機関との連携を

深める。 

 

５ 「いじめ」の早期発見・早期対応について 

⑴早期発見に向けて・・・「変化に気付く」 

  ○児童一人一人の様子を担任はじめ，学校全体で見守り，気付いたことを共有する場

を設定する。 

  ○変化が見られる，感じられる児童には，教師が積極的に声をかけて，児童に安心感

をもたせる。 

  ○アンケート調査等を活用し，児童の人間関係や学校生活等での悩み事の把握に努め，

共に解決していこうとする姿勢を示して，児童との信頼関係を深める。 

 

⑵相談ができる・・・「誰にでも」 

  ○いじめに限らず，困ったことや悩んでいることがあれば，誰にでも相談できること

や相談することの大切さを児童に伝えていく。 

  ○いじめられているという児童や保護者の訴えには，親身になって聞き，児童の悩み

や苦しみを受け止め，児童を支え，いじめから守る姿勢をもって対応することを伝

える。 

  ○いじめられている児童が新たな自信や存在感が感じられるような励ましを行うとと

もに，そのための学級づくりを行う。 

  ○「いじめ」に関する相談を受けた教員は，すぐに管理職に報告する。管理職は，早

期に「いじめ防止等対策委員会」を開催させ，情報の共有と早期解決に向けての組

織的な取り組みを進めていく。 

 

⑶早期の解決を・・・「傷口は小さいうちに」 

  ○教員が気付いたり，児童や保護者から相談があったりした「いじめ」について，事

実関係を早期に把握する。その際，二者の関係ばかりではなく，構造的に問題を捉

えていく。 

  ○事実関係を把握する際は，「いじめ防止等対策委員会」を中心に，組織的な体制で

行っていく。 

  ○いじめている児童に対しては，「いじめは絶対に許さない」という姿勢で臨み，ま

ず，いじめることをやめさせる。 

  ○いじめていることがどれだけ相手を傷つけ，苦しめていることに気づかせるような

指導を行うとともに，いじめてしまう気持ちを聞き，その児童の心の安定を図る指

導を行う。 

  ○事実関係を正確に当該の保護者に伝え，学校での指導，家庭での対応の仕方につい

て，学校と家庭が連携し合っていくことを伝えていく。 
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第２章 いじめ防止等のために本校が実施する施策 

１ いじめ防止基本方針の取組目標 

いじめ防止等のための取組に係る目標を設定し，学校評価において目標の達成状況

を評価し，評価結果を踏まえ，取組の改善を図る。 

○全教育活動を通して「いじめは絶対許されない」という土壌をつくる。 

○校長の強力なリーダーシップの下，校務分掌に「いじめ防止等対策委員会」を位置付

け，全教職員による組織的，機動的な協働体制を確立する。 

○いじめアンケート，子ども支援ツール「ほっと」等の結果分析及び教育相談や日常

の行動観察等からきめ細かな児童の状況を把握・共有し，具体的な活動計画を立案

し，取組を実践する。 

○「いじめ問題」の早期発見及び解決には，学校や家庭・地域，関係機関等との連携

の重要性についての情報を常に発信し，理解と協力を求めていく。 

○いじめアンケートの結果で「いじめ０」「誰かに相談する」「いじめはどんなこと

があっても許されない」を１００％とする。 

 

２ いじめ防止等の取組 

⑴学校の中核となる取組 

①校内での「いじめ防止等対策委員会」を中心に，「いじめ」の未然防止に向けての

学級づくりや各学級での取り組み等の研修の機会を設け，組織的に推進し未然防止

に努める。 

②子ども理解支援ツール「ほっと」，いじめに関するアンケート調査，学校評価児童

アンケート，生活習慣調査をそれぞれ定期的（各年２回）に実施する。 

③いじめ防止等対策委員会を年２回実施し，各種調査の結果や日常の監察等から把握

した児童の様子の変化などを教職員全体で共有する。 

④「いじめ問題」に関する校内研修を計画的に行い，「いじめ」について本校教職員

の理解と実践力を深める。 

⑤全校朝会等の講話を活用し，「いじめは絶対に許されない」ということ，「いじめ」

に気付いた時にはすぐ知らせることの大切さを児童に知らせる。 

⑥「いじめ」防止に向けての児童会としての取組（サマースポーツ集会，ウインター

スポーツ集会等）を奨励する。 

 

⑵教職員の児童に対する取組 

①学級経営及び生徒指導 

・「いじめは決して許さない」という教員の強い姿勢をさまざまな活動場面を通し

て児童に示す。 

・児童一人一人が認められ，お互いを大切にし合い，学級の一員として自分の居場

所を感じられるような学級経営に努め，児童との信頼関係を深める。 

・「いじめは決して許されないこと」という認識を児童がもつよう，さまざまな活

動の中で指導する。 
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・「いじめ」の場面に対して，見て見ないふりをすることは，「いじめ」をしてい

ることにつながること，「いじめ」を見たら教師や友達などに知らせたり，やめ

させたりすることの大切さを指導する。 

・「いじめ」と感じたことを教師や友達などに知らせることは，決して悪いことで

はないことも指導する。 

②授業改善 

・わかる授業，楽しい授業を行い，児童に基礎・基本の定着を図るとともに，学習

に対する達成感・成就感を育てる。 

・児童が自己実現を図ることができるよう，子どもが生き生きと主体的に学習を進

められる授業の実践に日々努める。 

③道徳教育の充実 

・児童の思いやりの心や児童一人一人がかけがえのない存在であるといった命の大

切さを育む道徳教育を推進するとともに，さまざまな指導場面においてもその充

実を図る。 

・マナーやルールを守るといった規範意識の醸成に努める。 

④教育相談の実施 

・年に２回（６月，１１月）に全児童対象の教育相談を実施し，子どもの状況を把

握するとともに，問題の早期発見と迅速な対応に努める。 

・児童一人一人の実態や様子に常に気を配り，細かな変化にも気付く敏感な感覚を

もつように努める。 

・児童や保護者からのいじめや心配ごとなどに関する話に対して，親身になって聞

く姿勢を持ち続ける。 

⑤いじめ防止等についての教師の姿勢と研修の充実 

・未然の防止に向けた教育相談のあり方，「いじめ」の構造や問題への対処等，「い

じめ問題」についての理解を深める。 

・問題を抱え込まないで，管理職への報告，学年や同僚への協力を求め，組織で解

決していこうとする意識をもつ。 

 

⑶保護者・地域に対する取組 

 ①家庭訪問（年１回），参観日での個人懇談（年３回）及び日常の連絡により，保護

者と児童に関わる状況の共通理解と連携・協働した取組に努める。 

 ②学校だより，参観日全体懇談等において，児童が発する変化のサインに気付いたら，

すぐに学校に相談することの大切さを伝える。 

  ③「宇文小の教育を語る会（学校運営協議会）」において，いじめ防止等の取組につ

いて学校関係者との情報共有と相互理解に努める。 

  ④学校だよりや学校ＨＰ，地域の集まり等で，いじめ防止等の取組や児童の状況につ

いての情報発信に努める。 
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３ 校内体制について 

⑴学校いじめ対策組織の意義 

①いじめについては，特定の教職員で問題を抱え込むことなく，学校が組織的に対応

することにより複数の状況も見立てが可能となる。 

②必要に応じて心理や福祉の専門家，医師等の外部専門家が参加しながら対応するこ

とにより，より実効的ないじめ問題の解決に資することが期待される。 

 

⑵「いじめ防止等対策委員会」基本方針 

①校長の強力なリーダーシップの下，教職員の一致協力体制を確立するため，校務分掌に

「いじめ防止等対策委員会」を位置付ける。 

②校長の指導の下，指導部生徒指導係が主催し，「いじめ」の未然防止，早期発見，

早期解決等，「いじめ」問題の防止や対応に向けた取組を推進する。 

③児童に関わる校内外生活上の諸問題を把握し，適切な対応を図る。 

④「いじめ」に関する情報や早期解決に向けて等の取組については，児童の個人情報

の取り扱いを考慮しながら，全教職員が共有するようにする。 

 

⑶組織の構成 

校長，教頭，教務主任，生徒指導係，養護教諭，該当学年担任とする。（場合によ

り，関係機関の方にも入っていただく） 

 

⑷いじめ防止等対策組織及び調査組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



－いじめ防止基本方針６－ 

 

⑷年間計画 

月 具体的取組 備 考 

４ 

 

 

①いじめ防止基本方針の確認 

②「ほっと」の活用，分析 

③家庭訪問の実施 

学校ＨＰでの発信 

学級内人間関係の把握・分析① 

家庭との連携と児童理解① 

 ５ 

 

 

①いじめ防止等対策委員会（学級経営交流 

会を兼ねる）の実施 

②「いじめ」に関する校内研修の実施 

児童実態の交流① 

 

共通理解と意識付け 

 ６ 

 

 

①「いじめ」アンケートの実施 

②第１回「宇文小の教育を語る会」の実施 

③児童対象の教育相談の実施 

実態把握と対象児童への指導等 

家庭・地域への情報の共有と発信 

問題点の把握・解決① 

 ７ 

 

 

①参観日での個人懇談の実施 

②学校評価，児童・保護者アンケートの実施

，分析， 改善 

家庭との連携と児童理解② 

児童の実態の把握・分析② 

 

８ 

 

①長期休業後のの児童の状況の把握 

②児童会サマースポーツ集会の実施 

日常の児童観察，児童理解の継続 

望ましい集団，人間関係の醸成① 

９ 

 

①学校だよりでの分析結果の公表 

②「ほっと」の活用，分析 

家庭・地域情報の共有と発信 

学級内人間関係の把握分析② 

１０ 

 

 

①後期始業式における「いじめ」に関わる講話 

②いじめ防止等対策委員会（学級経営交流 

会を兼ねる）の実施 

児童への意識啓発 

 

児童実態の交流② 

１１ 

 

①「いじめ」アンケートの実施  

②児童対象の教育相談の実施 

実態把握と対象児童への指導等② 

問題点の把握・解決② 

１２ 

 

 

①地域参観日の実施 

②学校評価，児童・保護者アンケートの実施

，分析，改善 

家庭・地域への情報の共有と発信 

児童・保護者の実態の把握と分析，問

題点の解決② 

１ ①児童会ウインタースポーツ集会の実施 望ましい集団，人間関係の醸成① 

２ 

 

①本年度の取組の総括と改善，推進 

②第２回「宇文小の教育を語る会」の実施 

日常の児童観察，児童理解の継続 

家庭・地域への情報の共有と発信 

３ 

 

①学校だよりでの分析結果の公表 

②新年度推進計画の立案 

家庭・地域情報の共有と発信 

学級経営等の反省と確実な引継ぎ 

 

４ 教育委員会をはじめ関係機関との連携について 

○いじめの事実を確認した場合の中富良野町教育委員会への報告，重大事態発生時の対

応等については，法に則して，中富良野町教育委員会に指導・助言を求めて学校とし

て組織的に動く。 

○中富良野町全体で「いじめは絶対に許されない」という認識を広めることが大切であ

るということから，ＰＴＡや地域の会合等において，いじめ問題など健全育成につい

ての話合いを勧める。 
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第３章 重大事態への対処 

１ 報告 

次の重大事態が発生した疑いがあると認める場合には，「北海道いじめ防止基本方針」

や国の「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」に沿って速やかに対処すると

ともに，中富良野町教育委員会に報告する。 

⑴ いじめにより児童の生命，心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認める

とき。 

⑵ いじめにより児童が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあ

ると認めるとき（年間３０日を目安。一定期間連続して欠席しているような場合など

は，迅速に調査に着手） 

⑶ 児童や保護者から，いじめにより重大事態に至ったとの申立てがあったとき 

 

２ 適切な対処と調査 

⑴ 中富良野町教育委員会の指導助言の下，「北海道いじめ防止基本方針」や国の「い

じめの重大事態の調査に関するガイドライン」に沿って当該重大事態に適切に対処す

るとともに，速やかに宇文小学校いじめ防止等対策組織及び調査組織を活用し，事実

関係を明確にするための調査を実施する。 

⑵ 調査に当たっては被害児童・保護者の意向を的確に把握し，調査方法を工夫しなが

ら進める。 

⑶ 上記２－⑴の調査を行うに当たっては，必要に応じて第三者の参画を得る。 

 

３ 事後対応 

⑴ 調査が終了したときは，その調査結果を中富良野町教育委員会に報告する。この場

合において，いじめを受けた当該児童又はその保護者が希望するときは，当該児童又

はその保護者の意見を記載した書面を添付する。 

⑵ 調査が終了時やその他必要があると認めるときは，いじめを受けた当該児童及びそ

の保護者に対し，重大事態の事実関係その他必要な情報を適切かつ迅速に提供する。 

⑶ 調査の結果を踏まえ，当該重大事態への対処又は同種の事態の発生の防止のために

必要な措置を講じる。 

 

第４章 取組の点検，評価等 

１ 学校評価による改善 

学校評価において宇文小学校いじめ防止基本方針の取組目標の達成状況を評価し，取

組の改善・充実を図る。 

 

２ 宇文小学校いじめ防止基本方針の見直し 

本校は，宇文小学校いじめ防止基本方針について定期的に点検及び学校評価の結果か

ら，必要に応じてこれを見直す。 



－いじめ防止基本方針８－ 

 

【資料】 

 

 

 


